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CRT栃木放送『開倫塾の時間』 2015年 2月 28日(土)放送速記録

受験勉強をする意味を考える

開倫塾

塾長 林 明夫

１．おはようございます。開倫塾塾長の林明夫です。今朝も「開倫塾の時間」をお聴きいただき、あ

りがとうございます。

今日で 2 月もおしまいです。3 月になりますと、5 日には栃木県と茨城県の県立高校の入学試験

が行われます。そこで、｢受験勉強は何のためにするのか｣ということを考えてみたいと思います。

２．この時期、中学 3年生の方は本当に熱心に受験勉強をなさっていると思います。熱心にすればす

るほど、受験勉強をしている意味がわからなくなり、｢合格したら好きなだけ遊べばよい｣と自分に

言い聞かせながら勉強している方がたくさんいらっしゃいます。また、受験生を見守っていらっし

ゃる保護者の方の中には、今までになく熱心に勉強に励む我が子をみてかわいそうになり、｢合格

できたら、もう勉強なんてしなくてよい。羽を伸ばして思いきり遊んだほうがよい。自由に過ごせ

ばよい｣などと思う方、思うだけでなく口に出して言ってしまう方も少なからずいらっしゃいます。

これは非常にまずいことで、あまりしていただきたくありません。

３．中学生が受験勉強をして高校に進学するのは、高校で勉強して有意義な生活を送るためです。ま

た、高校生が受験勉強をして大学に進学するのは、大学で勉強するためです。ですから、｢進学し

たあとは勉強しなくてもよい｣と受験生本人が思ったり、保護者が言ったりするとどうなるかとい

うことをよく考えていただきたいと思います。

４．実際、全員とは言いませんが、多くの方は進学した学校で熱心に勉強しなくなります。全く勉強

しない方も出てきます。その結果、進学先の学校の成績が悪くなり、卒業後の進路にもマイナスの

影響を与えることになります。

５．具体的なお話をしますと、高校入試のために試験前日までは熱心に勉強しても、本番が終わると

一切しなくなり、高校でもしないという方がいます。高校で 3 年間過ごしたあとには、大学・短期

大学・専門学校などの入試や就職試験があります。高校で遊び呆けて全く勉強しないでいると、そ

れらの試験の結果は悲惨なものになることが多いようです。ですから、今行っている受験勉強は辛

いかもしれませんが、｢入学後は遊べるだけ遊ぼう｣などと考えることはやめたほうがよいと思いま

す。また、保護者の皆様は、｢辛い受験勉強をしているのだから、合格を果たしたあとは好きなだ
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け遊べばよい｣などとお子さんに伝えることは避けていただきたいと思います。試験が終わったあ

とのリラックスの仕方や人生の楽しみ方を教えることはよいですが、｢勉強しなくてもよい｣という

ことは言わないようにくれぐれもお願いします。また、受験生の皆様もそのようなことを思わない

ようにお願いします。

６．では、したほうがよいことは何でしょうか。それは、何のために高校に進学するのか・進学して

何をするのか・進学した高校を卒業したあとはどうするのか・社会に出てから何のために働くのか

・どのような人生を歩んだらよいのかなどを、自分のこととして真剣に考えることです。また、そ

のような自覚を持って勉強することです。特に、受験勉強をするときには自覚を持つことが大事で

す。

７．3 月 5 日に栃木県と茨城県の県立高校入試に臨む中 3 生の皆様にとりわけ言いたいことは、高校

に入学後も今のような真剣な態度で 3年間勉強し続けることです。入試直前までは一所懸命に受験

勉強をして合格を果たしたのに、入学後はさっぱり勉強しない。その結果よい成績が取れず、希望

する大学に進学できない高校生が毎年、毎年数多くいます。ですから、せめてこの放送をお聴きの

受験生の皆様には、受験勉強中は自覚を持って勉学に励み、進学後は｢自分の未来は自分の力で切

り開く｣くらいの気合で熱心に勉強し続けていただきたいと思います。また、放送をお聴きの皆様

の中で身近に受験生がいらっしゃる方は、この旨を受験生にお伝えいただきたいと思います。

ちなみに、一所懸命の｢ショ｣は「生」という漢字を用いる書き方もあります。しかし、私は「一

つの所で命を懸けるくらい熱心にものごとに取り組もう｣という意味の｢所」を用いています。

８．受験生が一所懸命に受験勉強に励み、入学後も熱心に勉強し続けるために、放送をお聴きの皆様

は受験勉強は何のためにあるのか・高校ではどのようなことをしたほうがよいのか・人生とは何か

などについて受験生に語っていただければと思います。すると、受験生は貴重な時間を使って勉強

するのは、そのような貴いことのためなのだということがよくわかり、勉強に一段と熱が入ると思

います。

９．最後に一言。受験勉強を通して身に着けた内容はすべて、高校に進学後も社会に出てからも役に

立ちます。役に立たないものは 1 つもないと考えていただきたいと思います。各学年で学習する 1

つ 1つの分野の内容は体系的な知識に基づいています。前に習ったところがよく理解できていない

と、次の段階の内容が理解できません。今学習している内容は役に立つものばかりですので、高校

でも役に立たせる・社会に出てからも役に立たせると考えて、一所懸命に取り組んでいただきたい

と思います。

今日は、｢受験勉強は何のためにするのか｣というテーマでお話をさせていただきました。


